
令
和
三
年
一
月
二
十
九
日

大
分
県
報

一

令

和

三

年

第

一

七

七

号

一
月
二
十
九
日

（　金 曜 日　）

目　
　
　
　
　
　
　

次

　
　
　
　
　
　
　
告
　
　
　
　
　
示

青
少
年
に
有
害
な
興
行
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

解
除
予
定
保
安
林
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

土
地
収
用
法
に
よ
る
事
業
の
認
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

　
　
　
　
　
　
　
公
　
　
　
　
　
告

土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
七
十
一
号

　

次
の
興
行
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
大
分
県
条
例
第
四
十
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ

れ
を
有
害
興
行
に
指
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

指
定
年
月
日

種　

類

題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名

制

作

社

名

又
は
配
給
社
名

指

定

理

由

令
三
・　
　

　

一
・
一
五

映　

画

ギ
ャ
ル
番
外
地　

シ
メ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す

オ
ー
ピ
ー
映
画
　

著
し
く
青
少
年

の
性
的
感
情
を
刺

激
し
、
そ
の
健
全

な
育
成
を
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

〃

〃

性
感
治
療　

股
ぐ
ら
の
処
方
箋

オ
ー
ピ
ー
映
画

〃

〃

団
地
の
色
情　

奥
さ
ん
が
帰
る
前
に
・
・
・

新
東
宝
映
画

〃

〃

桃
尻
天
使　

柔
ら
か
な
感
じ

大
蔵
映
画

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

（
告
示
）

〃

〃

緊
縛
の
情
事

新
東
宝
映
画

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
七
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

日
田
市
天
瀬
町
出
口
字
悪
敷
山
三
九
五
二
番
二
四
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
大
分
県
農
林
水
産
部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
西
部
振
興
局

並
び
に
日
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
七
十
三
号

　

次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

国
東
市
安
岐
町
掛
樋
字
藤
ケ
谷
一
番
七
九

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

解
除
の
理
由

　
　

土
地
改
良
事
業
用
地
と
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
七
十
四
号

　

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に
基

づ
き
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
九
日
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二

（
告
示
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

起
業
者
の
名
称

　
　

大
分
市

二　

事
業
の
種
類

　
　

大
南
地
区
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事

三　

起
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

大
分
県
大
分
市
大
字
下
判
田
字
尾
迫
及
び
字
若
林
並
び
に
大
字
竹
中
字
長
谷
原
及
び
字
上
長
谷

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

四　

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

　
　

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

　

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

１　

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

　
　
　

申
請
に
係
る
事
業
は
、
大
分
県
大
分
市
大
字
下
判
田
及
び
大
字
竹
中
の
九
万
六
千
百
六
十
二
・
三
七

　
　

平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
起
業
地
と
す
る
大
南
地
区
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯

　
　

工
事
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
。
本
件
事
業
の
う
ち
、
大
南
地
区
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

　
　

備
工
事
（
以
下
「
本
体
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
大
分
市
が
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
施
設
（
野
球
場
、

　
　

サ
ッ
カ
ー
兼
ラ
グ
ビ
ー
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
・
園

　
　

内
道
路
・
駐
車
場
を
同
市
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
場
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三
条

　
　

第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
広
場
及
び
運
動
場
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

　
　

ま
た
、
附
帯
工
事
（
以
下
「
附
帯
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の

　
　

取
付
道
路
及
び
雨
水
排
水
量
の
調
整
を
行
う
た
め
の
調
整
池
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
条
第
三
十

　
　

五
号
に
掲
げ
る
本
体
事
業
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
通
路
及
び
池
井
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

　
　
　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

２　

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

　
　
　

起
業
者
で
あ
る
大
分
市
は
、
事
業
遂
行
に
つ
い
て
必
要
な
財
源
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
件
事
業
を

　
　

遂
行
す
る
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

３　

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

　
　

㈠　

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

　
　
　
　

大
分
市
は
市
内
各
地
域
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
大
南
地
域
に
お
け
る
人
口

　
　
　

一
万
人
当
た
り
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
数
は
〇
・
三
七
で
あ
り
、
同
市
の
他
の
地
域
に
お
け
る
平
均
施
設

　
　
　

数
で
あ
る
〇
・
九
八
と
比
較
し
て
著
し
く
小
さ
く
、
大
南
地
域
の
住
民
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
場
が

　
　
　

他
の
地
域
の
住
民
よ
り
少
な
い
と
い
う
不
利
益
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
大
南
地
域
に
お
け
る
人
口
一
万
人
当
た
り
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
数
は

　
　
　

一
・
八
六
と
な
り
、
こ
う
し
た
不
利
益
が
解
消
さ
れ
る
。

　
　
　
　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
と
認
め

　
　
　

ら
れ
る
。

　
　

㈡　

失
わ
れ
る
利
益

　
　
　
　

起
業
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
起
業
地
に
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に

　
　
　

関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
保
護
の
た
め
特
別
な
措
置
を
講
ず
べ

　
　
　

き
動
植
物
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
起
業
地
内
に
は
、
史
跡
や
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
等

　
　
　

の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　

㈢　

事
業
計
画
の
合
理
性

　
　
　
　

本
件
事
業
は
、
大
分
市
内
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
配
置
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
に
施
行

　
　
　

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
分
市
が
設
置
し
て
い
る
他
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
多
く
に
整
備

　
　
　

さ
れ
て
い
る
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
野
球
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
主
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
あ

　
　
　

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
地
元
住
民
が
要
望
す
る
施
設
と
も
合
致
し
て
お
り
、
適
切
な
も
の

　
　
　

と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　

ま
た
、
起
業
地
は
地
元
住
民
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
の
選
定
し
た
候
補
地
の
う
ち
か
ら
土
地
の
利

　
　
　

用
状
況
や
事
業
に
要
す
る
費
用
等
を
勘
案
し
て
選
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
選
定
は
適
切
な
も

　
　
　

の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
計
画
は
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　

㈣　

小
括

　
　
　
　

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利

　
　
　

益
と
を
比
較
衡
量
す
る
と
前
者
が
後
者
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
本
件
事
業
計
画
に
は
合

　
　
　

理
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の

　
　

で
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

４　

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

　
　

㈠　

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

　
　
　
　

本
件
事
業
を
整
備
す
る
大
南
地
域
の
住
民
は
、
長
年
、
同
地
域
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
す
る
こ
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三

（
告
示
・
公
告
）

　
　
　

と
を
切
望
し
、
行
政
に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
早
期
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本

　
　
　

件
事
業
に
は
早
期
に
施
行
さ
れ
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

㈡　

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

　
　
　
　

起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い

　
　
　

る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法

　
　

第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

５　

結
論

　
　
　

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

五　

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

　
　

大
分
市
役
所
企
画
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

○
公
　
　
　
　
　
告

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
玖
珠
町
土

地
改
良
区
（
玖
珠
郡
玖
珠
町
）
か
ら
、
退
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ

た
。

　
　

令
和
三
年
一
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

　

（
退
任
役
員
）

役　

名

氏

名

住

所

理　

事

梅　

木　

義　

正

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
山
田
一
七
二
六
番
地
の
二


